
 

 

 第 68回―2025年紙パルプ技術協会年次大会 参加者募集 

主催：紙パルプ技術協会 企画：総合企画専門委員会 

後援：静岡県                   

後援（CNF セッション): ふじのくにセルロース循環経済フォーラム 

富士市、富士 CNF プラットフォーム 

協賛：静岡県紙パルプ技術協会 

日本印刷学会、高分子学会、色材協会、繊維学会 

 

 紙パルプ技術協会では、紙パルプ産業関連技術の紹介、普及と会員相互の交流を図るため年次大会を開催しております。昨年の

第 67回大会は高崎市 G メッセ群馬において開催し、参加者数は 819名と多数の方にご参加いただき、展示会へのご出展数は 65社

(218 小間)、特別講演 2 件、一般講演も 80 件と盛況のうちに無事終了いたしました。ご参加いただきました皆様には心より厚くお礼申

し上げます。 

 さて今年の年次大会は地方大会として静岡県・静岡市での開催であります。今年はあらたにテーマを「資源を活かし、未来に紡ぐ－

循環型社会とともに進化する紙パルプ産業」としました。今年も紙パルプ産業関連企業各社による製品の展示やデモンストレーション

等からなる展示会、また講演会では「CNF」、「プラスチック代替」、「DX」、「カーボンニュートラル」、「家庭紙」等の特別セッションを含

む新技術・新製品紹介・操業経験などの講演会を実施いたします。 

展示会、講演会、懇親会とも紙パルプ関連の最新技術情報を得る、また交流の場として貴重な機会となりますので、本年も多数ご参

加くださいますよう、ご案内申し上げます。なお，展示会・基調講演・特別講演はどなたでもご参加できます。 

◎開催期日：2025年 10月 8日（水）～10日（金） 

◎会  場：展示会・講演会 「グランシップ」〒422-8019 静岡県静岡市駿河区東静岡 2-3-1 TEL 054-203-5713 

          工場見学※ 王子マテリア株式会社富士工場 

   日本製紙株式会社富士工場（板紙）及びクレシア春日株式会社新富士工場（家庭紙） 

   株式会社メンテック 富士技術開発センター 

   日本フイルコン株式会社静岡工場 

   富士工業技術支援センター 

   相川鉄工株式会社岡部工場 

国立印刷局静岡工場 

※全７コース中、１コースを見学 

      懇親会  「ホテルグランヒルズ静岡」5F センチュリールーム  

               〒422-8575 静岡県静岡市駿河区南町 18-1 TEL：050-3185-7809 

会場詳細  

・講演会場：グランシップ  

Ａ会場  1F  中ホール･大地      

      Ｂ会場  6F  交流ホール        

      Ｃ会場 10F 会議室 1001     

      Ｄ会場 11F 会議ホール･風    

・展示会場：グランシップ 大ホール･海 

展示期間 10 月 8 日(水)9:00～18:00、10 月 9 日(木)9:00～16:00 

・受  付：グランシップ 1F 中ホール･大地 エントランス内 

◎参加者募集：7 月 18 日（金）～9 月 5 日（金） 

◎ 年次大会行事 

展示会 グランシップ 大ホール･海 

開催日時：第１日 10 月 8 日(水) 9:00～18:00                                     

          第 2 日 10 月 9 日(木) 9:00～16:00 

 

 

 

 



 

 

 

第 1 日 10 月 8 日（水） 

・展示会は 9：00 から開催します。 

 

・＊開会の辞 Ａ会場/中ホール･大地             紙パルプ技術協会 専務理事 福井 照信 11:00～11:05 

 

・＊表 彰 式 同上  佐々木賞受賞者挨拶                                              11:05～11:30 

90 分休憩・昼食 

・＊基調講演 同上    紙パルプ技術協会 理事長 長谷川 一郎                         13:00～13:30 

 

・＊特別講演 同上  

S- 1  『紙、パルプ、セルロース、木質材料と自動車』 

           静岡大学 農学部ふじのくに CNF 寄付講座 特任教授 兼 トヨタ車体株式会社 材料技術部 主査 

 西村 拓也 13:30～15:00 

― ＊印はどなたでもご自由に聴講できます ― 

30 分休憩（15:00～15:30） 

 

【Ａ会場 1F「中ホール･大地」】 

調成・ウエットエンドセッション 1 司会：大王製紙㈱ 二宮 生吉 

A- 1 （佐々木賞受賞講演）リアクティブポリマー技術導入の歩留り剤・凝結剤「リアライザーシリーズ」 

     ソマール㈱ 但木 孝一 15:30～15:50 

A- 2 次世代型ロジンサイズ剤の開発                   CHEMIPAZ㈱ 村上 幸大 15:55～16:15 

A- 3 ロジン系バイオマス樹脂の開発と応用展開              ハリマ化成㈱ 林 俊介 16:20～16:40 

10 分休憩（16:40～16:50） 

CNF セッション 1 司会：中越パルプ工業㈱ 高山 康明 

A- 4 セルロースナノファイバー射出成形材料のカバー部品への適用   ヤマハ発動機㈱ 高橋 宏明 16:50～17:10 

A- 5 未来に豊富な資源を残すために－セルロースナノファイバー高配合率樹脂の特長と実用化に向けた

取組み－                         エフピー化成工業㈱ 赤澤 英郎 

17:15～17:35 

A- 6 ＣＮＦを活用した baraio（バライオ）化粧品            ㈱コーヨー化成 柏木 敏 17:40～18:00 

 

【Ｂ会場  6F「交流ホール」】 

DX セッション１  司会：日本製紙㈱ 山崎 和男 

B- 1 （佐々木賞受賞講演）e-無線巡回の開発と活用  

                            日本製紙ユニテック㈱ 藤山 道博 15:30～15:50 

B- 2 データプロダクトによる部分最適から全体最適への移行～SHINKAWA プラットフォームコンセプト～ 

 新川電機㈱ 伊藤 祐治 15:55～16:15 

B- 3 製造現場の生産性向上に貢献する DX/GX製品                             ㈱TMEIC 久保田 馨 16:20～16:40 

10 分休憩（16:40～16：50） 

DX セッション 2 司会：王子ホールディングス㈱ 瀧山 吉宏 

 

【Ｃ会場 10F「会議室 1001」】 

仕上・物流セッション 司会：王子マテリア㈱ 武 嘉徳 

C- 1 操業現場の最適化を支援する『TMoptimizer』                               ㈱TMEIC 篠﨑 明 15:30～15:50 

C- 2 紙を積む、AI が決める～AI による荷積み計画最適化            横河デジタル㈱ 劉 琢 15:55～16:15 

C- 3 BHS コルゲートが提案する原紙搬送自動化ソリューション"iMotion"  

BHS/伊藤忠マシンテクノス㈱ 石田 優 16:20～16:40 

B- 4 SmartPapyrus が実現する製紙工程 DX 化のトータルソリューション     ㈱メンテック 下 貴行 16:50～17:10 

B- 5 予兆診断サービス「Kuri-smart Ⓡ」による操業と製品品質の改善        栗田工業㈱ 森 宏之 17:15～17:35 

B- 6 製品欠点等の予兆診断システムを活用した操業性の改善   北越コーポレーション㈱ 渡辺 健 17:40～18:00 



 

10 分休憩（16:40～16：50） 

調成・ウエットエンドセッション 2 司会：三菱製紙㈱ 西林 俊裕 

C- 4 スクリーンの希釈水アップグレード〜歩留まり改善で実現する、原材料コストの最適化〜 

 アンドリッツ㈱ 神田 隆 16:50～17:10 

C- 5 製紙会社における様々な硫化水素対策                アクアス㈱ 蔵本 大揮 17:15～17:35 

C- 6 (エネルギー委員会選出)マイクロバブル発生装置導入による加圧浮上装置の省エネ 

     王子マテリア㈱ 大槻 圭亮 17:40～18:00 

 

【Ｄ会場 11F「会議ホール･風」】 

計測セッション 司会：北越コーポレーション㈱ 河原 秀年 

D- 1 サトロン社の最新光学測定技術によるプロセス制御の最適化 

エムアイ計装システム㈱ 中垣 圭太 15:30～15:50 

D- 2 抄紙工程における問題の分析装置 ”Tapio Analyzer”の紹介     野村商事㈱ 野村 和広 15:55～16:15 

D- 3 高精度測色機による生産ライン内でのクオリティ管理とロスの削減 

エックスライト社 福原 宏之 16:20～16:40 

10 分休憩（16:40～16：50） 

設備・保全セッション 1 司会：日本製紙㈱ 細川 幸司 

D- 4 製紙工場における軸受保護用シールの課題と取組み          福田交易㈱ 石井 泰史 16:50～17:10 

D- 5 回転機用カップリングー課題解決の取組み             鉄原実業㈱ 丸山 航太郎 17:15～17:35 

D- 6 （自動化委員会選出）高圧電力ケーブル事故に備えてケーブル活線下絶縁自動監視装置による 

O＆M 提案                          住友電気工業㈱ 加藤 光詞 17:40～18:00 

 

懇親会  (懇親会のみのご参加もできます) 

場所：「ホテルグランヒルズ静岡」5F センチュリールーム  

   〒422-8575 静岡県静岡市駿河区南町 18-1 TEL 050-3185-7809 

時間：19:00～21:00 

第 2 日 10 月 9 日（木） 

・講演会・展示会とも 9：00から開催します。 

 

【Ａ会場 1F「中ホール･大地」】 

CNF セッション 2  司会：大王製紙㈱ 二宮 生吉 

A- 7 リン酸エステル化セルロースナノファイバーの特徴と開発事例  

王子ホールディングス㈱ 才 貴史 9:00～ 9:20 

A- 8 セルロースナノファイバー（nanoforest）の用途展開の可能性   中越パルプ工業㈱ 橋場 洋美 9:25～ 9:45 

A- 9 セルロースナノファイバーを用いた蓄電体の開発            日本製紙㈱ 矢田 実 9:50～10:10 

A-10 CNF を用いた全熱交換エレメント用ライナーの開発  王子産業資材マネジメント㈱ 山田 善之 10:15～10:35 

      

25 分休憩（10:35～11：00） 

CNF2/調成・ウエットエンドセッション 3  司会：中越パルプ工業㈱ 高山 康明 

A-11 再生微細化セルロース原料の社会実装への取り組み          丸富製紙㈱ 八木 英一 11:00～11:20 

A-12 GX 志向型表面紙力増強剤 ～実用的機能と高性能化～       荒川化学工業㈱ 服部 大志 11:25～11:45 

A-13 -Cleaner and Greener Future-酵素の力でサスティナブルな製紙技術の発展を目指したバイオケミ

カルアプローチ                        ㈱日新化学研究所 池田 翔 11:50～12:10 

60 分休憩・昼食（12:10～13:10） 

・＊特別講演  

S- 2  『仕事の生産性を飛躍的に向上させるモノと思考の整理術』 

 片付けパパ®代表 大村 信夫 13:10～14:40 

30 分休憩（14:40～15:10） 

 

 資源循環セッション  司会：大王製紙㈱ 二宮 生吉 
A-14 ニュータイゼンによる段ボール古紙中の革新的な粘着異物除去技術     ㈱大善 上田 沙紀 15:10～15:30 

A-15 リファイナー活用展開事例                     相川鉄工㈱ 岩谷陽一郎 15:35～15:55 

A-16 サステナビリティへの貢献に寄与するバルメットの技術       バルメット㈱ 西原 禎朗 16:00～16:20 



 

                                                 

10 分休憩（16:20～16:30） 

バイオリファイナリーセッション  司会：中越パルプ工業㈱㈱ 高山 康明 

A-17 パルプ工場における商業グレードのバイオメタノールの製造プロセス ANDRITZ KRAFTANOL 

 アンドリッツ㈱ 吉田 令 16:30～16:50 

A-18 リグニンスルホン酸の有効利用                   日本製紙㈱ 中村 明彦 16:55～17:15 

A-19 （パルプ技術委員会選出）木質由来糖液・エタノール・ポリ乳酸の製造検討と今後の展開 

王子ホールディングス㈱ 野口 裕一 17:20～17:40 

 

― 17：50 より同会場にて閉会の辞 ― 

 

【Ｂ会場 6F「交流ホール」】 

DX セッション 3 司会：日本製紙㈱ 山崎 和男 

B- 7 P&S サービスセンターと連携したお客さま設備の操業改善 

 ㈱IHI フォイトペーパーテクノロジー 上竹 洋平 9:00～ 9:20 

B- 8 プロセス産業の多様なレベルへの AI 導入実現について（仮）   日本ハネウェル㈱ 瀬戸 邦彦 9:25～ 9:45 

B- 9 製紙部門におけるＤＸ推進・デジタル人材育成の取組み        レンゴー㈱ 堂園 尚耶 9:50～10:10 

B-10 チップ配船計画作成における AI の活用                日本製紙㈱ 宗円 典久 10:15～10:35 

25 分休憩（10:35～11：00） 

省エネルギーセッション 司会：王子ホールディングス㈱ 瀧山 吉宏 

B-11 工場の省エネルギー・コンプレッサーの新しい省エネ手法          SMC㈱ 樋口 巖宏 11:00～11:20 

B-12 八戸工場における省エネルギーの取り組み               三菱製紙㈱ 浜田 大和 11:25～11:45 

B-13 真空装置（リニアタービン真空ポンプ）導入による省エネと操業経験   レンゴー㈱ 萩原 雄樹 11:50～12:10 

---12:10～15:10 の間、「昼食・A 会場特別講演」のため B会場講演なし 

カーボンニュートラルセッション 司会：日本製紙㈱ 山崎 和男 

B-14 国際液化水素サプライチェーン構築への取組みと脱炭素への貢献   川崎重工業㈱ 井上 健司 15:10～15:30 

B-15 東京ガスの e-methane・バイオメタン社会実装に向けた取り組み     東京ガス㈱ 小林 裕司 15:35～15:55 

B-16 Daigasグループ エネルギートランジション 2050           大阪ガス㈱ 桒原 洋介 16:00～16:20 

10 分休憩（16:20～16:30） 

プラスチック代替セッション 司会：王子ホールディングス㈱ 瀧山 吉宏 

B-17 紙の透明化検討「透明化し易い包装用紙サンカヨウの開発」     王子マテリア㈱ 桝本 頼宏 16:30～16:50 

B-18 マイクロセルロースビーズの市場展開Ⅱ               レンゴー㈱ 内田 稔幸 16:55～17:15 

B-19 使い捨てプラ削減と紙容器の取組～ストローレス学乳容器～       日本製紙㈱ 三浦 亮 17:20～17:40 

―B 会場講演終了後、17：50より A 会場（中ホール･大地）にて閉会の辞 ― 

 

【Ｃ会場 10F「会議室 1001」】 

家庭紙セッション 1 司会：王子マテリア㈱ 武 嘉徳 

C- 7 (製紙技術委員会選出)エアー式シュープレスロール（ANDRITZ PrimePress XT Evo） 

 アンドリッツ㈱ 花田 知弘 9:00～ 9:20 

C- 8 レーザーセンシングとスプレー技術によるヤンキーコーティングの最適化 

 ㈱メンテック 井出 翔太 9:25～ 9:45 

C- 9 嵩アップ・坪量減や長尺化に役立つ最新クレーピングブレードのご紹介 

 フォイトターボ㈱ 渡邉 竜平 9:50～10:10 

C-10 フォイト社のヤンキーシリンダーオンサイトサービス最新現地調査・研磨・溶射のご紹介 

    ㈱ＩＨＩフォイトペーパーテクノロジー 味岡 信明 10:15～10:35 

25 分休憩（10:35～11：00） 

家庭紙セッション 2 司会：三菱製紙㈱ 西林 俊裕 

C-11 家庭紙生産設備への KAWANOE トータルエンジニアリング       川之江造機㈱ 篠原 智之 11:00～11:20 

C-12 最新の家庭紙向けオートメーションソリューション（仮）       バルメット㈱ 奥山 洋平 11:25～11:45 

C-13 イタリア包装機メーカーTMC社および OMET 社のヨーロッパユーザーのニーズとそれに適応する包装

機について                              ㈱新生 富山 豊士 11:50～12:10 

---12:10～15:10 の間、「昼食・A 会場特別講演」のため C会場講演なし 



 

パルプセッション 1 司会：王子マテリア㈱ 武 嘉徳 

C-14 新型回転式濃度計 MEK-STRATUS のご紹介     BTG インスツルメンツ カタリーナ ザリーニ 15:10～15:30 

C-15 リアルタイム計測のすゝめ（パルプ編）                 ABB㈱ 依田 裕道 15:35～15:55 

C-16 ヴァイサラの革新的濃度計測-省エネルギーと品質向上の両立-    ヴァイサラ㈱ 夏井 敬史 16:00～16:20 

10 分休憩（16:20～16:30） 

パルプセッション 2 司会：三菱製紙㈱ 西林 俊裕 

C-17 紙・パルプ分野における酵素製剤の革新と新戦略        ㈱理研グリーン 望月 久美子 16:30～16:50 

C-18 クラフトパルプ工程における Kurita の新たな水処理技術 アルカリ回収工程に着目したアプローチ 

 栗田工業㈱ 山本 英男 16:55～17:15 

C-19 石灰ロングキルン設備 保守管理基準の再構築と操業経験                王子製紙㈱ 熊倉 明 17:20～17:40 

 

―C 会場講演終了後、17：50より A 会場（中ホール･大地）にて閉会の辞 ― 

 

【Ｄ会場 11F「会議ホール･風」】 

設備・保全 2/防虫セッション 司会：北越コーポレーション㈱ 河原 秀年 

D- 7 3D スキャナを用いたボイラ内水管減肉非破壊検査技術の開発と最新動向  

検査サービス㈱ 辻本 雅宥 9:00～9:20 

D- 8 老朽化の建屋設備に新たな命を吹き込む -新工法で再生、延命化の最前線へ- 

  ㈱染め Q テクノロジィ 後藤 貴行 9:25～9:45 

D- 9 マイクロフィブリル化セルロースを利用した生分解性ハイドロジェルベイト剤のアルゼンチンアリ

および各種アリ類に対する殺虫効果                イカリ消毒㈱ 富岡 康浩 9:50～10:10 

D-10 効率的な防虫防そ管理のための新しいモニタリング手法について 

アース環境サービス㈱ 藤本 健治 10:15～10:35 

25 分休憩（10:35～11：00） 

抄紙セッション 1 司会：日本製紙㈱ 細川 幸司 

D-11 ７号抄紙機 増速改造後の操業経験                   レンゴー㈱ 塙 慧 11:00～11:20 

D-12 リアルタイム計測のすゝめ（Wet end、マシン編）              ABB㈱ 依田 裕道 11:25～11:45 

D-13 各種素材のテスト経験                      ㈱小林製作所 池谷 善行 11:50～12:10 

---12:10～15:10 の間、「昼食・A 会場特別講演」のため D会場講演なし 

抄紙 2/研究開発セッション 1 司会：北越コーポレーション㈱ 河原 秀年 

D-14 カメラ・モニター装置と脱水エレメント製品の融合による新たなウェットエンドセクション最適化

の提案                        アイビーエスジャパン㈱ 森谷 大樹 15:10～15:30 

D-15 異なる粒径のタルクおよび GCC 混合充填材の保留に対するカチオン性ポリアクリルアミドの分子量 

の影響―WEPS による充填材保留挙動のケーススタディ―            三宝科学㈱ 柳 政庸 15:35～15:55 

D-16 （環境技術委員会選出）コピー用紙及び印刷用紙の比較可能な CFP 算定ルール 

       日本製紙連合会 河﨑 雅行 16:00～16:20 

10 分休憩（16:20～16:30） 

研究開発セッション 2 司会：日本製紙㈱ 細川 幸司 

D-17 加温処理による紙の低密度化に関する検討         静岡県工業技術研究所 齊藤 将人 16:30～16:50 

D-18 フッ素フリー耐油紙の開発                 王子エフテックス㈱ 守田 仁哉 16:55～17:15 

D-19 抄紙技術を活用した電磁波吸収体の開発とマルチパス障害への応用   

   北越コーポレーション㈱ 根本 純司 17:20～17:40 

―D 会場講演終了後、17：50より A 会場（中ホール･大地）にて閉会の辞 ― 

                                    

・＊閉会の辞 Ａ会場/中ホール･大地            総合企画専門委員会 委員長 山本 浩平 17:50～18:00 

                                  

                

 

第 3 日 10 月 10 日（金） 

○工場見学会 

 今大会の工場見学会は昨年同様、最初から複数コースに分かれての見学となります。お申し込み時、希望コースを記入い

ただきますが、各施設とも受入れ人数制約があるため、必ずしもご希望通りとならない場合もございますので、予めご了承



 

下さい。コース決定は先着順と致します。また各コース総定員数になり次第、見学受付を終了しますので、お早目にお申込

みいただきますよう、お願い致します。 

なお C コース（㈱メンテック）は製紙会社の方に限定、D コース（日本フイルコン㈱）、F コース（相川鉄工㈱）については

同業他社の方の見学はご遠慮いただきますよう、お願い致します。 

 

① 工場見学コース 

下記 A～G の中から希望工場を選択していただきます。 

 A コース 王子マテリア㈱富士工場  〒416-0916  静岡県富士市平垣 300 

 B コース 日本製紙㈱富士工場（板紙）及び 〒417-0847 静岡県富士市比奈 798 

      クレシア春日㈱新富士工場（家庭紙） 〒416-0931 静岡県富士市蓼原 557-7 

 C コース ㈱メンテック 富士技術開発センター 〒147-0001 静岡県富士市今泉 511-1 

 D コース 日本フイルコン㈱静岡工場  〒419-0201 静岡県富士市厚原 1780 

 E コース 富士工業技術支援センター  〒417-8550 静岡県富士市大淵 2590-1 

 F コース 相川鉄工㈱岡部工場   〒421-1124 静岡県藤枝市岡部町村良 4-6 

 G コース 国立印刷局静岡工場   〒422-8004 静岡県静岡市駿河区国吉田 3-5-1    

 

② 各コース見学内容概要と施設見学所要時間  

 A コース（90 分） 

 板紙マシン（N-2 M/C）→仕上げ見学 

 B コース（80 分･･･工場移動時間含む） 

 板紙マシン（14M/C）及び家庭紙マシン(No2)→No2 加工設備見学 

 C コース（90 分） 

 抄紙機汚れ防止技術（薬品、散布装置）開発ラボ見学、スマートパピルス、スマートクレープの紹介、フェルト洗

浄装置開発ラボ見学 

 D コース（120 分） 

 抄紙用ワイヤー製作工程の見学 

 E コース（90 分） 

製紙科、ＣＮＦ科等の実験室見学 

 F コース（90 分） 

 工場概略説明、組立工場及び加工工場、実験棟の見学、トピックの紹介 

    G コース（90 分） 

 印刷局概要説明、製造現場見学（ガラス越し）、展示室 

      

  

③ ご留意事項 

  見学コースは事務局よりお知らせしますが、見学会の集合場所、集合時刻についてはバス運行を管理する㈱JTB から各

参加申込者宛て、書面で連絡致します。このため参加申込時にご連絡いただいた住所、所属、お名前のデータを㈱JTBに通

知いたしますので予めご了承ください。得られた個人情報は当目的以外には使用致しません。 

 


















